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着目した活動報告や研究は少ない。就園前というと対象年齢が 0 歳（あるいは胎児）から 3 歳が中心

























































育者）が複数いる集団活動においては、役割「Ｌ 1 （リーダー 1 ）・Ｌ 2 （リーダー 2 ）・Ｌ 3 （リー

















＜期間＞：2017年度（2017年 5 月～2018年 1 月）、週 1 回（90分）、年間20回実施
＜対象＞：就園前の 2 ～ 3 歳の子どもとその親13組、学生15人、教員 2 名、補助員 1 名
＜活動場所＞：東京家政学院大学内プレイルーム
　毎回、 1 ～ 2 名で活動記録が取られ、同時に活動全体が見渡せる 3 カ所からビデオ録画によって記


























（ 1 ）事例 1 【プレイルームの探検】
　全20回の活動の第 1 回目～第 3 回目にあたり、集団の発達段階では①集団成立・形成期にあたる（表










合わせて一緒に電車になって走る親子がいる 1（ 1 ）。Ｌ 1 「トンネルくぐってどんどん行こう！」
と声をかける。円の外側で見ているK男児と一緒に「ここにピッとしてください」とＬ 3 が改札を
つくる（ 2 ）。
11：05 　ゆったりした曲調《おはながわらった》の前奏が聞こえてくる。Ｌ 1 「ひろばについたみ
たい！」Ｌ 2「風がふいいてきて気持ちいね」「お花も咲いているね」　Ｌ 2・3 が二人一組でシフォ
ンの布を広げて上下にゆっくり揺らす。大きな声で「きゃー」とジャンプしながら喜ぶ様子や、母

































（ 2 ）事例 2 【わらべうた遊び】
　年間20回の活動も中盤の②集団発展期に入ると、集団内の交流も活発になり、イメージや役割を持っ




びである。2017年度は、計 4 回、《あぶくたった》を実施した。 1 回目と 4 回目の事例を取り上げる。




くなったり小さくなったりを繰り返す（ 5 ）。つづいてＬ 1「ジャンプをしてみようか」「とまれー」
「小さくジャンプしてみよう」に合わせて全員が思い思いのタイミングで動く。Ｌ 1 「次はカニ歩
きできるかな？」にあわせて円になって時計回りにゆっくり回る。Ｌ 2 「破けてないかな？」と確
認しながら隣と手をつないで回る。Ｌ 1 「大きなお鍋ができたね！」Ｌ 2 「ご飯なにつくろうか」


































もたちは鬼の方をみる。Ｌ 1 「何の音？」、Ｌ 2 「なんだろう・・・」と子どもと顔を見合わせる。

































（ 3 ）事例 3 【音楽会を楽しむ】
　活動も後半の③集団拡大期に入ると、保育者たちによる劇や、親グループによる楽器演奏の鑑賞も
経験しており、観客・演者という役割分化や、やりとりを楽しむための素地ができてきて、合同活動




































（ 4 ）事例 4 【新幹線に乗ってお部屋に帰ろう】
　いよいよ 1 年間の活動も終盤の④集団統合・転換期になると、役割をもった遊びや空想場面での創








2 が「ここは何のお店屋さんですか？」とききながら行き来する。Ｌ 1 「そろそろ秘密基地からお
部屋に帰りましょう。電車がくるみたいですよ」と言いながら幼児椅子を並べ始める（15）。Ｌ 2 ・
Ｌ 3 が母も一緒に乗るように促す。「新幹線の発車時刻がせまっています。さぁみんな乗ってくだ
さい」（16）、Ｌ 2 「乗らなきゃ、乗らなきゃ」「お土産もった？」、Ｌ 1 「切符をみせてください」











































































































2 ） 青山真以子（2014）2 歳児における音楽的行動の特徴に関する研究：人との関わりに焦点をあてて．国立音楽大学. 
音楽研究：大学院研究年報（26）.81-89







7 ） 松村康平（1968）監修・編集 児童臨床学─関係弁証法の技法とその展開．お茶の水女子大学児童臨床研究室








1  松村康平（1968）監修・編集 児童臨床学─関係弁証法の技法とその展開．お茶の水女子大学児童臨床研究室





In this study, we examined the role of music in group activities for children aged 2 to 3 through 
case analysis. This activity is practiced as part of child care support activities. As a result, the role, 
function and action of music in group activities based on the principle of “mutual development of 
individuals and groups” were organized as follows.
（1）By creating a space with sound and music, draw out the children’s images and movements, 
and promote scene setting and activity development.
（2）Through the play of singing the same song together, a comfortable connection is created, and 
the activities are developed with a stable feeling by repeating the same melody, promoting the 
development and expansion of the relationship.
（3）Through music, through experience of sharing images and resonating movements, deepen 
connections with others and promote group activities.
（4）Promote the experience of cultural practice and the mutual development of individuals and 
groups through activities that collaborate to create one thing, with the roles of playing and 
appreciating music.
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